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ピオ ・エ ネア ・
デ リ ・ オビ ッ ツ ィと 「オペ ラ ・ トー

ナメ ン ト」ジャ ン ル

　　　　　　　　　　　　
ー一

初期 イ タ リア ・オ ペ ラ 商業化の 過程 を追 っ て

　　　　　　　　　　　　　Pio　Enea　degli　Obizzi　and 　the （）per α T（）rneo 　Genre：

　　　　Toward 　an 　Understanding　of 　the　Commercialisation　of 　Early　ltalian　Opera

松 本 直 美
MATSし愚IQTo　NaOIni

　　　The　contribution 　of　Marquis　Pio　Enca　degli　Obizzi（1592−1674）to　the　early 　history　of 　opera 　was

noted 　first　by　the　17th−century 　chronicler 　Cristoforo　Ivanovich ．　Ile　indicated　in　his （in）famous ムθ

m θm 、o毎θ 勲 孟γα麗 d感Ve・nex ’iα 〔tirst　published 　in　1681）that ム
’
E ’rtrviona ，　an 　

‘
opera 　torneo

’
（opera 　tour−

namcnt ）perfonmed 　in　Padua　in　1636，　Ibr　which 　the　M 肛 quis　col 匸tributed　to　the　Iibretto，　had　been　noth −

ing　less　than 　the　direct　impetus　for　the　inauguration　ef　the　first−evel ’commercial 　opera 　house 　in、Venice

in　the　folloWing　year．

　　　This　paper 　will 且rst 　introduce　Obizzi，　whose 　act1、亘ties　have 　been 　unde ト investigated　in　preVious
scholarship ．　Then ，　it　will 　explore 　the　opeIa 　touHlaments 　with 　which 　the　Marquis　was 　involved 　duri皿 g
the　1630s　and 　40s．　The 　paper　will 　argue 　that　this　genre　did　indeed （as　Ivanovich　implies）directly　influ−

ence 　the　formation　of 　commercial 　opera 　in　Venice．　Moreover，　drawing 　en 　little−known 　sources
，
　Obizzrs

vital　role − as 　a　piot　deViser− in　those　productions 　will 　be　indicated　and 　the　slgnificant 　implications

conceming 　this　runction　in　our 　notion 　of
‘

authorship
’in　the　early 　operatic 　production 　will　be　explored ．

Finally
，　it　Will　be　proposed 　that．　a　detailed　a皿 alysis　of　Obizzi’s　works 　not 　only 　enables 　us 　to　Lrace　the

crucial 　transition　which 　opera 　of　that　time 　took − from 　court 　to　commercial 　ente Ψ rise − but　also 　sug −

gests　new 　perspectives　in　relation 　to　our 　understanding 　ef　early 　epera 　indust −
’　as　a　whole ，

序

　　ク リス トー
フ ォ ロ ・

イヴ ァ ノ ヴ ィ ッ チ Cristoforo　lvanoVich （1628−1689）は，ヴ ェ ネツ ィ ア を始 め

北 イ タ リ ア で 活躍 し た ダ ル マ テ ィ ア 人 の オ ペ ラ台本作者，著述 家で あ り，そ の 著作 五θ ”zθ隅 07 密 eea．−

tTali観 Vene2iα は，　 Walker の研 究 （1976 ）が 指摘 した よ うな誤 りも含む も の の ．1637 年か ら 1687

年 まで の ヴ ェ ネ ツ ィ ア ・オペ ラ史を記録 した史料 として現在で も重 要視され て い る
1；
．こ の 著書の 第 5

章 「ヴ ェ ネ ツ ィ ア に オ ペ ラ
2

が紹 介され た由来」に お い て イヴ ァ ノ ヴ ィ ッ チ は次の よ うに論 じて い る 。

1664年，ピオ
・

エ ネ ア ・オビ ッ ツ ィ 侯爵 （原 文 にお ける表記の まま）の 美 しい 居城 を見物す

1） 五8 況 醐 o↑密 ‘eα‘，u ど副 6　L’ei？ex’i．a は イ ヴ ァ ノ ヴ ィ ッ チの 岩：簡 と詩 を集め た 漉 朋 η ，α α島 α り o 伽 σ の 補 遺 と して 1681 年 に初 版

　が 出 さ れ た。当 然 初 版 で の 記録 は 1681 年以 前の もの で あ る が，本稿 が 使用 した の は 部分 改 訂，増 補 を含 ん だ第 2 版

　 （1688）で あ る，：
2）　こ こ で イ ヴ ァ ノ ヴ ィ ッ チ が使 っ た 語 彙は diralnmiで あ るが，こ の 書 物の 主 題 か ら もこ れが drammi 　per　musica を指す こ と

　が 明 自で ある た め，本稿 で は 引用 中の こ の 語彙 を一貫 して 「オ ベ ラ 」 と
．
訳す。
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る た め に 「バ ッ タ リア 」 を訪れ た
2）
。城 の 階 Fの 部屋の い くつ か には額に 入れ られ た 「馬上 の

騎士 た ち を伴 っ た劇場用の カ ラ ク リ Machine 　Teatrali　con 　Cavaユieri　U　Cavallo」 の デ ザ イ ン 画

が 飾 られてお り，侯爵 に説明 を求 め た と こ ろ ．侯爵は快 く次 の よ うに答え て 下 さ っ た 。 「1636

年バ ー
ドヴ ァ で 友人や 同志 た ちが トーナ メ ン トの 企画 を希望 した際，私 はそ の 行事の 格調 を高

め る た め に カ ドモ に関する物語 を元に して 前座を制作 しました。そ れに は 音楽が付 け られ，そ

の 後 出版 され て 匱間 に知 られ る こ と とな りま した 。 （中略） こ れ らの デザ イ ン 画に 見 る よ う

に ，作品 は絢爛 豪華 なス ペ ク タク ル として完成 した の で す 。 （上 演の 際に は ） ヴ ェ ネツ ィ ア の

貴族，イタ リ ア本土 の 騎士 や 知識階級 が 多数 集ま り （中略〉（イ ベ ン トは）大い な る 賛辞 を得

て 成功 裡に終 ゴし ま した。」 こ の 話を聞い て，私 は侯爵を賛美せ ずには い られず，敬虔な感情

が わ きお こ っ た 。 （中略 ）侯爵は付け加え て 言 っ た．「まさ に そ の 翌 年 1637 年に，貴族 の 庇護

を得た 卓越 した音楽家た ちが結集して （ヴ ェ ネ ッ ィ ア の ）サ ン ・カ ッ シ ア
ーノ 劇場 を舞台 と し

て ，台本作者，作 曲家 　テ オ ル ポ奏者 で ある ベ ネ デ ッ ト ・フ ェ ッ ラ ーリ の 《ア ン ドロ メ ダ》を

上演 した の で す」。 即ち，まさ し くこ の 偉 大な騎 士，か つ 知識人で ある侯爵 こ そ が．ヴェ ネ

ツ ィ アにオ ペ ラ を紹介 した の であ り，畏れ 多くも前述 の よ うな話を もっ て 私 に （ヴ ェ 不 ツ ィ ア

の ）オ ペ ラの 起源とそ の 時期 を立証 して くれ た の で あ る （lvatiovich　1688 ：390−391）。

　1637 年 ヴ ェ ネ ッ ィ ア で サ ン
・カ ッ シ ア

ーノ劇場が世界初の 公開オ ペ ラ劇場 と して オープ ン し た こ

とは 有名で あ るが，イヴ ァ ノ ヴ ィ ッ チが い わ ばそ の 「影 の 立役者」 と して 絶賛 して い る人物が ．本稿

が 焦点を置 くピオ
・エ ネア ・デ リ ・オ ビ ッ ツ ィ 侯爵 （Pio　Enea 　degli　Obizzi　1592−1674．以 ド 「オ

ビ ッ ッ ィ 」 とする）で あ る ，，イ ヴ ァ ノ ヴ ィ ッ チ の 賛辞 に も拘 らず，先行研究 にお い て オ ビ ッ ツ ィ の 功

績 は 充分に 認識 されて い る とは言い 難 い 。 現 在の と こ ろ DBI を始 め主 な事典に は彼 の 名前 に よ る 立

項は無 く，IVG ，114GG ，　ES は フ ェ ッ ラ
ー

ラ劇場史 の 中で彼 に言及する に留 ま っ て い る （Lockwood ＆

Steib　2001：708；Roccatagliati ＆ Raspe　1995 ：406；Pirrotta　1962 ： coL 　183）。 実際，オ ビ ッ ツ ィ に 焦点 を

あて た先行研究 は少な い 。Petrobelliの 草分け的研究 〔1965）が，イヴ ァ ノ ヴ ィ ッ チ が述べ た 「ト
ー

ナ メ ン トの 前座 とな っ た カ ドモ に つ い て の 音楽劇 （1636）」 を 《エ ル ミ オ
ー

ナ L’E’rm ・ionα 》 と特定 し

て い る が ，こ れ以 外で は パ ー
ドヴ ァ と フ ェ ッ ラ

ーラ で の オ ビ ッ ツ ィ の 活動 の 概略 （Di　Luca　1993）が

出版され て い る の み で ある。

　こ うい っ た状況に鑑み て 本稿 は，ヴ ェ ネ ツ ィ ア にお け る商業的オペ ラ の 創 生期にあた る 1630〜 40

年代 の オ ビ ッ ツ ィの 業績 の 再評価を試み た い e こ こ で は特 に，こ の 時期 の オ ビ ッ ツ ィ の 活動 の 中核 と

な c， て い た 「オ ペ ラ
・

ト
ー

ナ メ ン ト opera 　torneo 」 とい う分野 に 注 口する。イヴ ァ ノ ヴ ィ ッ チ の 記述

で は 《エ ル ミ オ
ー

ナ》は 「ト
ー

ナ メ ン トの 前座」 と論 じ られ て い るが 　こ こ で い う ト
ーナ メ ン ト （当

時 tomeo もし くは giostraと呼ばれ た） とは，競技 と して 行 う騎馬試合 を指す の で は な く，騎兵 2 隊

あ るい は馬上 または徒歩 の 2騎士が 筋書 きに沿 っ て 風喩的 また は象徴的な役柄に 扮 して様式化され た

対決 を演技する もの で あ る 。こ れ は 17世紀 の 北 イ タ リァ 宮廷を中心に 貴族 の 余興 と し て 発展 した

が ，そ れ 自体が華麗な舞踏 蒔楽を伴 う上，しば しばそ の 前座ある い は結尾 にオ ペ ラに酷似 した音楽劇

が上演 された 〔Timms 　199〔｝； 707）。 こ の 音楽劇 こ そが本稿が 論 じる 「オペ ラ
・トーナ メ ン ト．」とい う

ジ ャ ン ル で あ り，《エ ル ミオ
ー

ナ》は こ の
一一

例で あ る 。 現在の 学界は オペ ラ
・ト

ー
ナ メ ン トを，オ ペ

ラ と並行 して 発展 し，オ ペ ラ に 強い 影響 を与えた 「ド位分野 sott （，
−genere」と定 義 して い る が （Fab−

3） パ
ー

ドヴ ァ 郊外 Ba1 しaglia 　Temie の ⊥ヱ陵 に あ る オ ビ ッ ツ ィ 家の 城 Castello　det　Catajoを才旨す と思 わ れ る 、 イヴ ァ ノ ヴ ィ ッ

　 チ が 目に した 絵画 は，《エ ル ミ オ
ー

ナ 》の 記 録書 〔Ba，　rtolini 　1638 〕 中の 12枚 の 挿絵 の 原 画 で は ない か と推察 さ れ る。
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bri　1999：VII−VIII），17 世紀に は 二 つ の ジ ャ ン ル は区別 されずに 総括的に把握 され て い た こ とが イヴ ァ

ノ ヴ ィ ッ チ の 記述か ら明 らか で ある 。 つ ま りオ ペ ラ
・トー

ナ メ ン トは初期 オ ペ ラの 発展 を語る 上 で 欠

かせ な い 要素の
一

つ とい え よう、t

　本稿で は，まずオ ビ ッ ツ ィ の 若い 頃 の 足跡 を簡単に 紹介 した後，1630 〜40 年代に彼が 中心 となっ

て 関わ っ た オペ ラ ・トーナ メ ン トを論 じ．こ の 分野が オ ペ ラ 史に与えた 影響 を問う。オ ビ ッ ツ ィ の作

品中．特 に 《ヴ ェ
ーネ レ の 憤怒 翫 m 掩 纛 Venerell） と 《噫病 なア モ ール L’A7nor　p

・udico 》に閖 し て

は，こ れ まで学界に紹介 され て 来なか っ た重要 な史料 を紐解 きつ つ ，オ ビ ッ ツ ィ の 業績を検証する ：．

そ の 過程 で ，オペ ラ
・トーナ メ ン ト制作 にお け る オ ビ ッ ツ ィ の 主 な役割は

「発案」 と 「コ ・・一デ ィ ネ
ー

ト」に あ っ た こ とを立証す ると共に，当時，音楽劇制作現場 にお い て しば しば貴族階級が 「企 画発案

者」 の 役割を担 い ，階級 を重ん じ る社会的な背景か らもそれが 「著者」 として 認識 され て い た こ とを

論 じ，現 在 の 我 々 が持 つ 「著 者」の 概念 と の 相異 を指摘 し た い
。 最後 に，オ ビ ッ ツ ィ の 活動 の 変遷

は，オペ ラ が宮廷 の 余興 か ら商業的事業 に変容す る過程の 象徴的事例な の で はな い か と提唱 し、本稿

の 結 論としたい ．

1， 17 世紀中期 まで の オ ビ ッ ツ ィの 足 跡

　オ ビ ッ ツ ィ 家 は元 々 ブ ル ゴー
ニ ュ の 名家で あ っ たが，12 世紀頃 ル ッ カ と ジ ェ ノ ヴ ァ に移住 した 。

ジ ェ ノ ヴ ァ の オ ビ ッ ツ ィ家は衰退 し た もの の ，ル ッ カの 方 は姻 戚関係を得た パ ードヴ ァ で 発展 し，次

い で 14 世紀初期に ナ ポ リの ロ ベ ル ト賢
．
Eの 大使 と して 派遣 され た フ ェ ッ ラーラ で も勢力を誇 る よう

に なる （Ughi　1804；92−93）。 同世紀末の 家長 トマ
ーゾ の権力は エ ス テ 家ア ル ベ ル トの 最高諮問役に任

命されるほ どで あっ た （L〔｝tti＆ Milano ユ997：34）。 16世紀半ば 頃に は同家は パ ー
ドヴ ァ と フ ェ ッ ラー

ラに居城 を構 える 名門中の 名門 となる 。 本稿で 論 じる オビ ッ ツ ィ は世継 と して 生 ま れ 、若 い 頃， メ

デ ィ チ家 コ ージモ 2i日：，モ デ ナ の エ ス テ家の チ ェ
ーザ レ，ア ル フ ォ ン ゾ 3世，フ ラ ン チ ェ ス コ 1世の

3 代 にイi：えた後．ゴ ン ザ ーガ （マ ン トヴ ァ ），サ ヴ ォ イ ア （トリ ノ），デ ッ ラ ・ロ
ー

ヴ ェ レ （ウ ル

ビー
ノ ）宮廷 の 駐在大使 と して 活躍 した （Di　Luca　1993： 500）　．，しか し，こ うい っ た 立場を利 用 して

就任 した各地で 諜報活動 を行 な っ た 嫌疑 を か け ら れ，モ デ ナ で 1620 年か ら 6 年間禁固 され て い る

（ziosi　2002： 228）。オ ビ ッ ツ ィ の 真の 才覚は政治 よ りむ しろ芸術的な分野に あっ た ようで ，若い 頃か

ら ト
ー

ナ メ ン トな どの 余興 に 強い 関心 を示 し，1617年マ ン トヴ ァ で の フ ェ ル デ ィ ナ ン ド
・ゴ ン ザー

ガ と カ テ リ ー
ナ

・デ ・メ デ ィ チ，1618年 トリノ で の ヴ ィ ッ トーリオ ・ア メ
ー

デ オ ・
サ ヴ ォ イ ア とマ

リ
ー ・ク リ ス テ ィーヌ ・ド ・ブ ル ボ ン の 婚礼に 際 し て 「様 々 な徒歩 ・騎馬 に よ る トーナ メ ン ト」 を

「行 っ て operb 」，大 い なる賞賛 と喝采 を享受 した と伝え られて い る （Pri　orato 　1658：437）
4：
。

　こ うして若 い 時か らイベ ン ト制作に携わ っ た オ ビ ッ ッ ィ は 1630代 に本格的な活動に 乗 り出 し，そ

の 生 涯 を通 して 表 1 に示す 6 つ の オペ ラ
・

ト
ー

ナ メ ン トに 関わ る こ ととな る 俵 1 ）。

　こ の うち，1635年に モ デ ナ で 開催 された 《開かれ た地 ll・　cαonpo αp 碗 の が壮年期 を迎えた オ ビ ッ

ッ ィ が 関与 した 最初 の 作 品にあた る 。
エ ス テ 家の 修 史官 ガ ン ベ ル テ ィ （Donlenico　Gamberti　1627−

1700） の 記録 （1659：220−221）に よ る と，こ の 作品 は枢機卿 マ ウ リツ ィ オ ・デ ィ
・サ ヴ ォ イ ア （Mauri−

zio 　di　Savoia　1593−1657）の モ デナ訪問を歓迎 して，市中 ピ ア ッ ツ ア ・グ ラ ン デ に建造され た特設劇場

4）　「operb 」 とい う語彙 か らオ ビ ッ ッ ィ は お そ ら く演 目 を 「企 画 」 した の で は ない か と思 わ れ る が，　Priorato【658以外 の 史

　料が な い た め，詳細 は不明 で ある 、
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ピ オ ・エ ネア
・デ リ ・オ ビ ッ ツ ィ と 「オペ ラ ・ト

ー
ナ メ ン ト」 ジ ャ ン ル

表 1 オ ビ ッ ツ ィ の 関 わ っ た オ ペ ラ ト
ー

ナ メ ン ト リ ス ト

題名 （史 料 で 与 え られ た ジ ャ ン ル 名） 初演 年 月 会場 現存資料

〃 σα 即 o 曜 吻 fη o η o 昭 詫 1c α 厂ゴ融 ’8 ・撫 麗r珈 ゴ’ 1635 年 モ デナ ， 作 品 の 簡 車 な 描 写 を 含 む 出 版 物

3α vo ∫α 6 月 P磁 a 釧 ande 特設 会 （G 団 nbe 眞i　1659；220 −221）
（Gostra） 場 支払い 記録 書 （1−Mos ：Busta　5920；Architet重i

4419〕

L ’E 广雁 朋 α 1636 年 パ ー
ドヴァ， 出版 台本

・
記録 書 （Baπ ol 圏 1638）

（1飛 troduzbned
，
un 　tomeo 　e　d’un 　baUetto） 4 月 16 目 Pra　d¢ lla　Valle 特 設

劇 場

F μ ror 罐 1陀 η ぴ σ 1639 年 ボ ロ
ー

ニ ヤ ， （A ）手 写 台本　（1
−Bca ： Ms 　2175．　CC 　213

「一

（romeo 　apLedi 　et 　a　cava 正lo） 6 刀 La　sala　d¢ L　sen 臼to254
 
）

cittad面 o　 nel 　Palazzo （B ） 手 写 台 本 B （1−MQe ： Ms 　 CamPQri

d巳1PodeSta gamma 、　G5 ．）
（C）手写 台 本 C 〔1−Moe ：Ms 　alpha．　J，6．22 ；

rt．17 
（D）−L演 記 録報告書 （G ．B ．Manzint　1639）

（E） 于写 粗 筋 書（【
−Pas： Obizzi　Miscellanca，．

B ． sta　227，　CC 　9T−13t

L
’
Amorpudico

（lnuenzione　［＄ic］　per　Utl　tomoo ）

1643年 　　パ ードヴァ ．　　　　 出版台本 ・記録 書 （LManchi 　i　643）
6 月 15 日　 シ ニ ョ

ーリ広 揚 特 設 　出 費 記 録 書 （1−Pas ； Obizzi　Miscellanea，
　 　 　 　 劇 場　　　　　　　　　　　　BUSta 　8塵）

Combattimento　dei　Mo5．tri
（lntroduzi。ne 　per　un 　te【neo 　u　ca ・ al！o）

1652 年 　 　マ ン ト ヴァ 、
謝 肉 祭 　　 宮廷中庭

出版 台本
・
記録 書 （Tarachia［E6S2】）

此
’
amor 　rrforma

（1ntroduzione　d

．
醤：

（T Ωdl671 ）

で 上演 され た
5）

。 その 内容は ア リオ ス トの 『狂乱の オ ル ラ ン ドOrla，nd ・o ．fbu・7i・oso 』を題材 として ．「ア ル

チ
ー

ナ の 城 ll　Caust，ello　d
’
Ncina 」，「高貴 な船舶 Nobile　nave 」，「フ ァ レ リ

ーノ の魔法の 庭園 L
’
incantato

giardino　di　Falerino」の 三 つ の 舞台装置 の 中か ら騎
一L’た ち や 音楽家た ちが 登場する とい う大掛 か りな

もの で あ っ た 。 こ の 作品の 責任者 （direttore）は，フ ェ ッ ラ
ー

ラ の 劇場 史上 オ ビ ッ ツ ィの 先輩格 に あ

たるエ ン ツ ォ
・ベ ン テ ィ ヴ ォ リオ （Enzo　Bentivoglio　l　575？−1639）で ある、，ベ ン テ ィ ヴ ォ リ オの 活動 の

中心 は 1−FEas に現存する書簡を元に Fabris （1998）が論 じたように，単に パ トロ ン として 芸術家を経

済的に支援するだけで な く，自ら若 い 才能を発掘 し，その 者を最 も活かす 仕事を考案 して 委託する こ

と，すなわち 「コ
ー

デ ィ ネーター」 と して の もの で あ っ た。オ ビ ッ ツ ィ が こ の 時期 ベ ン テ ィ ヴ ォ リ オ

の 許で 働い て い た こ とが 特筆 に値す る の は
［i／i
，こ れ以降 の 作品に お い て オ ビ ッ ツ ィ が ベ ン テ ィ ヴ ォ リオ

を踏襲する か の よ うに 「コ
ー

デ ィ ネーター」 の 役割を果 たすか らで あ る 。 両人の 関係は．後者が ア レ

オ ッ テ ィ （Giovan　Battista　Aleotti　1546−1636，パ ル マ の フ ァ ル ネ
ーゼ 劇場 の 建 築家）に発注 して 1605

年に完成 させ た フ ェ ッ ラーラ の サ ン
・

ロ レ ン ツ ォ 劇場が．1640年に は前者の 所 有と な り．そ の活動 の

本拠地 と な っ た こ とに も示 され よ う。 こ れ に つ い て は後 にも触れ るが，次 項で はオ ビ ッ ツ ィが 中心 人

物 とな っ て 1630　
一

　40年代に上演 された 3 つ の オ ペ ラ
・

ト
ー

ナ メ ン トの 詳細 を考察 した い
。

5） ガ ン 〜 レテ ィ の 記 述 は 「フ ラ ン チ ェ ス コ 1世が オ ペ ラ （musicali 　d・itll・mi ）の ヒ演 に 熱’匸・なの は そ の 父 ア ル フ ォ ン ゾ 3　1［1：

　譲 り」と した上 で，ア ル フ ォ ン ゾ畴 代に 上演 され た giostra，　tor　leo を簡 単に 説明す る もの で，こ れ は 本稿 の 「オペ ラ
・

ト
ー

　ナ メ ン トが オ ペ ラ に密接 に 関連 す る ジ ャ ン ル で ある 」 と い う論 点 を 支持 す る もの と考 え られ る 1：．

6）　ガ ン ベ ル テ ィ 以 外 に 内容 を詳細 に 伝 え る 史料が 現存 しない こ と か ら オ ビ ッ ツ ィ の 関
’1の 詳細 は不明で は あ るが，お そ ら く

　ベ ン テ ィ ヴ ォ リオを補助 を しつ つ ，騎 馬試 合に 出演 し た の だ ろ う と考え られ て い る （Mancini　et 　al 　1988 ： llO〕。
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音楽学　　Ongakugalcu　　第57巻　　（2011）　1 号

2 ． オ ビ ッ ツ ィ の 1630〜 40年代 の オペ ラ
・トー ナ メ ン ト

2．1， 《エ ル ミオーナ》 （1636）

　オ ビ ッ ツ ィ に と っ て 《開か れ た地》 に続 く作品が，イヴ ァ ノ ヴ ィ ッ チ が tt
’及した 《エ ル ミオ

ー
ナ》

で あ る。上演 の 際，オビ ッ ツ ィ は バ ル トリ
ー

二 （Nicol6　E ．　Bartolini詳細不明）に そ の 模様 を詳細 に

記録 させ ，そ れを台本 と共に
一一

冊 に まとめて 出版 させ て い る （1638）。 それ に よる と こ の 作品は 「エ

ウ ロ バ の 誘拐 Il　rapirnento 　di　Europa 」，「カ ドモ の戦慄 Gli　orror 並di　Cadmo 」．「婚礼神 Gl
’
lmenei」の

3 部構 成 で あ り，サ ン チ ェ ス （Giova皿 ni 　Felice　Sances　c，1600−79） が 作 曲 を担 当 し た （Bartolini

1638： 5）。記録書の 出演者一覧表 （lbid： 5）か らは，作曲者サ ン チ ェ ス が 自ら 主役 カ ドモ の 演 唱 を担

い ，モ ン テ ヴ ェ ル デ ィの 長男 フ ラ ン チ ェ ス コ も （ア ポ ロ 及 び 婚礼神役で ）出演 した こ とが 分か る 。 楽

譜は消 失 して 現存 し な い が，台本中，登 場人物 の 詩行が 「歌 う」 とい うト書 きで 導入 され て い る こ

と，詩行構成が 17 世紀中期 の オ ペ ラ台本の それ に 似通 っ た もの で ある こ と．一…覧に挙 げられ た出演

者が 全員歌手で あ る こ とな どか ら，作品は通 して 歌われた と考え て おそ らく問違 い 無 い
。

　こ こ で ， こ の 作品が ヴ ェ ネツ ィ ア に お ける オ ペ ラ 上演 の 原動 力に な っ た と言 われ た理 由を考 えた

い 。そ の 第…
はt こ の 作品が オ ペ ラ ・ト

ー
ナ メ ン トなが ら， 3 部を通 して 首尾

一
貴 した 物語 （ジ ョ

ー

ヴ ェ に誘拐 され たエ ウ ロ バ を救出 しエ ル ミ オ
ー

ナ と結婚する カ ドモ ） を通 して歌 うこ とに よ っ て 表現

して い る こ とで あ る。第 二 は，こ の 作 畆が 貴族階級だけ で な く，社 会の あら ゆ る層に 公 開 され てお

り，「
一

般 の た め 」 と い うヴ ェ ネ ッ ィ ア で の オ ペ ラ劇場 の あ り方 を予見 させ る もの であ っ た こ とで あ

る 。 第三 は，《エ ル ミ
ー

ナ》に出演 した 16名の歌手の うち 3 名が
T〕
，翌 年ヴ こL ネ ツ ィ ア で の 初の オ ペ

ラ 《ア ン ドロ メ ダ》に も出演 してお り，彼 ら の 演唱力の 高い 評価がオ ペ ラ の 興 行的成功 を約束する と

考え られ た の で は な い だろ うか 。

　 こ の 作品 で オ ビ ッ ツ ィ が 果た し た役割は どの よ うなもの で あ っ た の だ ろ うか 。 バ ル トリ
ー

こ の 報告

書 の 表題は 「オ ビ ッ ツ ィ の エ ル ミ オ
ー

ナ L ’Exnz・i．on α
　del，　S ’

　M αrchese 　Pio　Ene α Obixx’iJ であ り．脅中

オビ ッ ツ ィ は 「著者 L
’
autore 」 と呼 ばれ て い る （1638：6）。 しか しなが ら，バ ル トリ

ー二 は 「オ ビ ッ

ツ ィ 侯爵 は全て を発案 した が （益wentato ），時間 が 足 りな くな っ た た め 第 3 部 に つ い て は トン テ ィ 神

父 （Padre　Tonti詳細不明）に粗筋 （soggetto ）を与 え，彼が 詩行化 した （pose　in　velsi ）」 とも記 し

て い る Q638： 65）。つ ま り．作品 は厳密に はオ ビ ッ ツ ィ の 原案 に よる，オ ビ ッ ツ ィ と トン テ ィ の 共

著で ある 。に も拘 らず，オ ビ ッ ツ ィ だけ に 「著者」 の 称号が与 え られ て い る こ と に留意し た い 。

　 オ ビ ッ ツ ィ は また ，《エ ル ミ オ
ー

ナ 》制作 に お い て ベ ン テ ィ ヴ ォ リ オ に 倣 っ た ような 「コ
ー

デ ィ

ネー
ト」 も行 っ て い る ，，本作品の 美術デザ イ ン を担当した の は ，《開か れ た地》で も美術 を担当 した

フ ェ ッ ラ
ー

ラ出身の リヴ ァ ロ ーラ （Alfons  Rivarola　16074640，通常 ll　Chenda ，稀 に ll　Genda と し

て 知 られ る ）で あるが．前作で彼 の 才能 を認 め た オ ビ ッ ツ ィ が 自ら画家に接触 して新 たな仕事を依頼

した の で あ る
S，
。

　 次 に，《エ ル ミ オ
ー

ナ》に 続 く2 作品にお い て も，従来 「著者」 と して 理解 され て きた オ ビ ッ ツ ィ

の 実際 の 役割は 「発案」 と 「コ ーデ ィ ネ
ー

ト」 にあ っ た こ とを明 らか に した い 。

7）　 Girolamo 　ML　 ed
’
ici，　 Maddelena 　Manelli，　 Anselmo　Marcuni。

8＞　才 ビ ッ ツ ィ の コ
ー

デ ィ ネータ ーと して の 才覚は．Dottor 　Grazianoとその 妻が 率い る コ メ デ ィ ア ・デ ラ ル テ劇団 をパ ー
ド

　 ヴ ァ に 誘致す る 交渉 をし た 自筆 書簡 （1637 年 4 月 10H 付，1−Pci　Fagc．109．　6）な ど に も示 さ れ て い る。
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ピォ ・エ ネァ
・デ リ

・オ ビ ッ ツ ィ と 「オペ ラ ・ト
ー

ナ メ ン ト」 ジ ャ ン ル

2．1．《ヴ ェ
ーネ レ の 憤怒》 （1639）

　こ の 作品は 1639年 6 月に ボ ロ ーニ ャ で 上演 された の だ が ，ボ ロ ーニ ャ 劇場 史の 草分け的論考 （Ric−

ci　1888）で は触れ られ て お らず，Bianconi と Walker の 卓論 （1975）で 初め て 現存 史料 （A）〜（D ＞（表

1参照）の 存在が紹介 され た 。 全 て の 手写 台Ag　9 ／
の 序文が示す ように，こ の 催 し は 教皇 ウ ル バ ーノ 8

］U：がボ ロ
ー

ニ ャ に遣わ した枢機卿 ジ ュ リオ
・
サ ッ ケ ッ テ ィ （Giulio　Sacchetti　1586−1663）を迎 える に

あた り，教 阜の 良政を讃え る た め に 企 画さ れ た。 こ の 催 しの 責任者 （direttore）であ るマ ル ヴ ァ ジー

ア （Comeho 　Malvasia　1603−64）は同1
．
trの 劇場史に大きな貞献を した ジ ェ ラ

ー
テ ィ

・
ア カ デ ミー （Ge−

lati） の 最 も活動的 な会員で あ り （Bianconi＆ Walker　1975： 426），《ヴ ェ
ーネレ …》台本作者の

一人

で あ る マ リ ス コ ッ テ イ （Bemardillo　Malうscotti 　fL　1632−49） は当時同 ア カ デ ミーの 代表 （Zani　1672二

32），またオ ビ ッ ツ ィ もこ の ア カ デ ミ
ー

の 会員と して 「再生 した者 RigenelBto」 とい う渾 名で 知 られ

る こ と （Zani ユ672： 354）か ら，こ の 作品へ の 同 ア カデ ミ
ーの 深 い 関 与が窺われ る 。 さ らに，もう

一

人 の 台本作者ポ ッ セ ン テ ィ　〔Carlo　Possellti　n．1628−58） は コ ン フ
ージ ・ア カ デ ミー

（Confusi）会具

そ して こ の 作品上演の報告書 （1639）を著 した G ．B ．マ ン ヅ ィ
ー

二 （Giovanni　Battista　Ma 皿zini　1599−

1644）は デ ッ ラ ・ノ ッ テ
・ア カ デ ミ

ー
（Della　Notte ）会員で あ り．《ヴ ェ

ーネレ…》はボ ロ
ーニ ャ の

複数の ア カ デ ミ
ーに よ る 共同企画 であ っ た と考えられ る．

　初期近代 イ タ リア の 各都市で み られ た 「ア カ デ ミ
ー

」は，貴族 と中流知識 階級 （科学者．著述家な

ど〉で構成 され．そ の 都市の 文化 活動に 大 き く貢献する知的集団で あ っ た
1
％ ア カ デ ミーの 音楽史へ

の 貢献は 最近特 に注目 さ れ，特 に モ ン テ ヴ ュ ル デ ィ の オ ペ ラ 《ポ ッ ペ ア の 戴冠》の 台本作者プゼネ ッ

ロ （Gian　Fralicesc．o　Busenello　1598−1659） ら を擁 した ヴ ェ ネ ツ ィ ア の イ ン コ ーニ テ ィ
・

ア カ デ ミ
ー

（lncogniti）の 重要性 は，　 Calcagno の論考 （2003＞な ど で 考察 さ れ て い る が，《ヴ ェ
ーネレ…》もま

た ア カ デ ミーの 活動を示す
一

例 な の で ある、、

　《ヴ ェ
ーネ レ

…
》は 「海」，「森」．「雪」，「ロ

ー
マ 」 と名づ けられ た 4 騎 兵隊の トーナ メ ン トの 前 ・

後座 として 構成 され た 「シ チ リ ア を舞台に した ロ ーマ の 神 々
Ll：

の 牧歌劇」 と 「ラ ウ リオ ン に於ける

神々
IL）

の 悲劇」か ら成る c
　 2 部構成 で は あ る が ， 2 部 を通 して 「傲慢なヴ ェ

ー
ネ レが ジ ョ

ーヴ ェ に 逆

ら っ た こ とか らジ ュ ノ
ー

ネの 怒 りを買 い ，他の 神 々 がそ れ に 巻 き込 まれ て い く」 とい う
一

貫 した物語

を伝えて い る、，オ ペ ラ
・

ト
ーナ メ ン トはそ の 性質か ら野外劇場で 上演 され る こ とが普通だ っ た が．こ

の 作品は屋 内，ポ デ ス タ宮殿内 の 元老院 の 間で 上 演され て い る 。 作品に まつ わ る音 楽史料 は 現存せ

ず，作 曲家 の 名前 も不明だが，史料 C の 余白に 残 され た 走 り書 きか ら．出演者は役者で は な く 「コ

ロ ン ナ家の カ ス トラ
ー

ト Castrato　di　Colonna、．1や 「フ ェ ッ ラ
ーラ か らの バ ス Basse　di　Ferrara」な ど

歌手で あ っ た こ とが判明 して い る
13’1，

。 また G ．B ．マ ン ヅ ィ
ー二 の 報告書 （1639 二34）も 「素晴 ら しい 小

9〕　こ れ ら の 乎 写 台 本 は どれ も訂正 が ご く少 な く，完 成作品 の 清 書 で あ る と思 われ る tt 序 文の 日付が い ずれ も 1639年 1C｝月

　とな っ て お り，ま た そ こで G，B．マ ン ヅ ィ
ー

二 の 報告 書が 憙及 され て い る た め．報告 書は初 演 （1639 年 6 月）後、10月 ま

　で a：，

［H版 されて い た と摎え られ る。

1  　L7 世紀 イ タ リア の ア カ テ ミ
ー

の 活動 に つ い て は、言及 した 史料 の 他，β ’頭 蟄 Libran’y　Data　Brt，se ： Ita．t’i−a，’n．　Academ ’ie’s を

　参 照 し，同 デ
ータ ベ ース 責任者 Simorle　Tegta　l県十 か ら助 言 を得 た。

11〕　ネ ッ トゥ
ー

ノ，プ ル ト
ーネ，ヴ ェ

ー
ネ レ，−f　」 一

レ レ．ヴル カ
ー

ノ ら 。

12）　ジ ョ
ーヴ ェ ，マ ル テ、ジ ュ ノ ーネ，ア ポ ロ ，デ ィ ァ ナ，バ ッ ラ デ．ア モ

ー
レ、イ メ ネー

オ ら。

13）　史料に は 声種 と出 身地 しか 記 され て い な い の で 歌 手の 特 定 は 困 難 を極 め る 。 コ ロ ン ナ 家の カ ス トラ
ートにつ い て は 同 家

　につ い て の 研 究9“　Valeria　de　Luctca博 1r　 〈サ ザ ン プ トン 大学 ） か ら助言 を得たが，同家 は 1630 年代に 何人 もの カ ス トラ ー

　 トを 庇護 して い た た め，特定 に は 至・．，て い ない ．
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ア リア を歌 っ た 歌 手た ち の 技巧 は特に 喜ばれた」 と声楽 の 重要性 を特記 して い るの で ，《：エ ル ミ オ
ー

ナ》 の 前例 と考え合わせ て ，こ の作品 も通 して歌 われた可能性が 高い 。

　G，B．マ ン ヅ ィ
ーこ の報告書は．こ の 作品 におけ る オビ ッ ツ ィ の役割を明らか にしてい な い

14〕
。 手写台

本に お ける 題は 『ヴ ェ
ー

ネ レ の 憤怒 ，オ ビ ッ ツ ィ の 物語 Fu ・TO ・ri　di　lfe・nere
，

伽 規 α dθ‘統グ 0配 2g 司

で あ るが，前述 した ようにオ ビ ッ ツ ィ は総責任者で も台本作者で もな い 。 オビ ッ ツ ィ は今回 もまた発

案 を担 っ た の で はない だ ろ うか 。 そ して ，これ まで学界に紹介 され て来なか っ たが，こ の 推 論を裏付

け る とみ られ る史料が パ ードヴ ァ 国立文書館 （1−Pas）に現存 して い る 。

　こ の 史料 は 「祝祭 の 前座 InbrOdu2 ．
ne

　alla　festa」と題 さ れ，「オ ビ ッ ツ ィ に 関する雑録」 の
一部 とし

て 彼の 自筆書簡な ど と共 に綴 じられ て い る 。 作成日付，場所 署 名な ど由来を示す情報 を欠き，複数

の 手に よる訂正 ，削除 加筆 を含ん で は い る が ，主 な書 き手は，同雑 録 中 の オ ビ ッ ッ ィ の 自筆書簡の

筆跡 と照 合 して も，オ ビ ッ ッ ィ本人で ある可能性が非常 に高い 。 内容 は 「シ チ リ ァ の 森 そ の 真ん 中

に大 きな閉 じ た 洞窟を擁する 山が そび え，それ を巨人テ ィ フ ェ オが支え て い る」を舞台とする劇の 散

文筋霄で ，それ は 「ア ス トレ
ー

ア が ロ
ー

マ か らの 元老院貴族 （サ ッ ケ ッ テ ィ を指す と思 われる） を祝

福 した後，今 しもボ ロ
ーニ ャ にお い てそ の 徳を披露す る こ とを宣言 し，そ の 後ジ ョ

ー
ヴ ェ に挑戦する

ヴ ェ
ーネレ と両者に巻 き込 まれて い くマ ル テ，ジ ュ ノ ーネ，デ ィ ァ ナ，イ メ ネーオ ら神 々 の 様子」で

あ り，まさ に 《ヴ ェ
ーネレ…》に合致する。おそ ら く，こ の 史料が オ ビ ッ ッ ィ が発案 した粗 筋で，こ

れ を基に韻文化 され た もの が 台本 として使用 された の で あろ う。

　美術デ ザ イ ン は今回 もリヴ ァ ロ ー
ラが担当して お り，オ ビ ッ ッ ィ は また ，そ の コ ーデ ィ ネー ト役を

担 っ た と思 わ れ る が
15｝
，オ ビ ッ ッ ィ の 「原案者」そ して 「コ

ー
デ ィ ネータ ー」 と して の 手腕 は次 の 作

品で さらに明らか に なる 。

2．2．《臆病なア モ ール》 （1643）

　こ の作品 は，前 パ ー
ドヴ ァ 執政長官の 娘 エ リ ザ ベ ッ タ ・ラ ン デ ィ （Elisabetta　Landi 詳細不明） と

連隊 大尉 の 了
一
息 バ ル トロ メ オ ・ゼ ー ノ （Bartolomeo　Zeno 詳細不 明） との 婚礼行事の

一
環 として，

1643 年 6 月 15H 夜間に 上演 された 、 会場 と な っ た の は パ ー
ドヴ ァ の シ ニ ョ

ー
リ広場 だが，こ の 広場

は 14 世紀に 同地 を統治 した カ ッ ラ
ー

ラ家の宮殿 （15世紀 以来，広場 を臨む 部分は 時計塔 となっ て い

る） をは じめ，中世か らの 建造物に 四 方を取 り囲まれ，長方形 の 地形がその まま野外劇場 として最適

であ るた め，16世紀以降しば しば こ うい っ た催 し物の 会場 とな っ て い た （Mancini　et 　al　l988：85）。

　 こ の 作 晶に 関 し て は，ボ ロ ーニ ャ の伯爵で ジ ェ ラ
ー

テ ィ会員で ある L．マ ン ヅ ィ
ー二 （Luigi　Manzi−

ni　1604−57，前出の G，　B．マ ン ヅ ィ
ー二 と は 無縁） が 詳細 な報告書 （1643）を出版 して い る 。 こ れ は

オ ビ ッ ツ ィ の 直接 の 依頼 に よ り著 され た もの で （lbid： 3），当 日使 用 され た台本，会場 の レ イ ア ウ

ト，舞台美術デ ザ イ ン画、試合の 際の騎士 の 配 置図 を含み，こ の 催 し物 の 規模 の 大 きさ．幕麗さを克

明に現代に伝 え て い る。

　報告書 に よる と，会場 となっ た広場をその ま ま活か して 劇場と して機能させ たら しい 。 まず，広場

の 中央部 に土 を盛 っ て舞台と した後，周囲に足場 を巡 らして 2 層 の 階段席を作 り，広場を取 り囲む建

造物 の バ ル コ ニ ーをそ の まま女性や貴族の ボ ッ ク ス席 として 利用 した ようで ある 。 貴族 の 祝婚行事だ

が，一般 入も見物を許 された 。 夜間の 上演で あ っ た た め，足場の 高所に多数の松明 を灯す こ とに よ っ

14）「上 演の 際 オ ビ ッ ツ ィ は 劇 を先 導す る カ ラ ク リ 山 車の ［liか ら颯 爽 と舞台 に 登場 した 」 （G ．　B．　ManzinU639 ； 11〕 と描 写 して

　 い る だけで ある。
15）リ ヴ ァ ロ

ー
ラ の デ ザ イ ン 画が現存 して い る （1−Bas 　MS 　hisignia 〔legh　Anz 更ani

，
　vol．　N［［II，　C15乱）。
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ピオ ・エ ネア
・
デ リ ・オ ビ ッ ツ ィ と 「オペ ラ ・卜

一
ナ メ ン ト．ジ ャ ン ル

て 舞台の 冂亅視 性を高め る な どの 工 k も施され た （L．Manzini　1643 ： 22）。 そこ に 先ず，騎兵楽隊が優 美

な シ ン フ ォ ニ アを演奏しなが ら入場，舞台装 置 とな る カ ラ ク リ山車を引 く騎兵 隊を先導す る tt する と

雲 に見立 て られ た山車か ら，ジ ョ
ー

ヴ ェ と ジ ュ ノーネの 叱責 を嫌 っ て オ リ ン ピァ を逃げ出 した ア モ
ー

ル が 登 場 し，11 節 の 8 行詩 を歌 う．＝こ れ は 誼口 上 で ある とと もに，こ の 日の 主役で ある新郎新婦 を

賛美する も の で あ る、，こ れ に続 い て ，季節 を主題 とす る 4 つ の 寸劇 （invenzioneと呼ばれ る）が 展

開 され るが，寸劇はそ れ ぞれ 山車を率 い た騎士 の グ ル
ー

プに先導 さ れ た （・j
’
劇 の 概 要 を表 2 に 示

す）
ls）

， 4 つ の 寸劇は それぞれ完結 して い る もの の ，全体 と し て ア モ
ー

ル が 季節ご とに他 の 神 々 に 出会

い ，や り と りを通 じ て 成長 して い くとい う一貫 したギ題 を打ち出 して い る 。
・亅
齟
劇終了後，騎馬試合が

演 じられ，最後 に ア モ
ー

ル に率 い られ た合唱団が 16 行の 8音節 詩 を歌 っ て 閉幕す る 。

表 2 　《臆病 な ア モ
ー

ル 》の 搆成

番 号 主題 先導 した行 列 寸劇 に 出演 し た役柄

1nventione　1
　 　 　 　 　 　 ［

春

i

騎 士 4 名 （ 「春」

月 1，　 「5 月．役 ）

巨人，楽隊

（オ ビ ツ ツ イ が演 じた）， 13 月．、　 「4 ゼ フ ィ
ー

ロ 、 フ ロ
ーラ，

モ
・一一

レ

ア

Inven面 鶴e 　2 夏 騎 士 4 名 （ 「夏．、
ヒ ツ ボ グ リ フ、楽 隊

「6 月 」， 「7 月 」、 「8 月 1 役 ） チ ェ
ー

レ レ ，バ ッ コ 、
一レ

ア モ

Inventione　3 秋 騎士 4 名 （ 「秋 」、
キ リン 、楽 隊

一
Ig 月 ．， rlO月 」， rH 月」 役 ） ヴェ ル ト ゥン ノ ，

ナ，ア モ
ー

レ

ポモ ー

Inventione　4 冬．
…

騎 士 4 名 （ 「冬 」，
象、楽隊

「12月 」、 「1月 1， 「2 月 」 役 ） ジュノ
ーネ ．サ ト ゥル ノ，

ア モ ーレ

　報告書の 挿絵か ら，寸 劇 を先導す る行列に はキ リ ン や象 な ど動物 も加わ り，太鼓や トラ ン ペ ッ トの

奏楽 を伴 う壮大 なペ ージェ ン トを繰 り広げた こ とが分か る 。 L，マ ン ヅ ィ
ー

二 が eanto （歌唱）とい う

言葉 を繰 り返 し使 っ て寸劇を描写して い る こ と，詩行構成が こ の 時期の オ ペ ラ台本の それ に似通 うも

の で ある こ とか ら，こ れ もお そ ら く通 して歌われ た と思 われ るが，歌手の 名前などは伝えられ て い な

い
ITI

。 しか しなが ら作 曲者 はパ ー
ドヴ ァ 聖ア ン トニ オ教会楽長 ダ ッ レ ・ターヴ ォ レ （Anotonio 　Dalle

Tavole　l635−74） と明記 され て い る （L．　Manzini　1643：56）。 こ の 作 曲家に つ い て はオ ラ トリオを数作

発表 した こ とが知 られ て い る が （Morelli　1990：95），器楽 と声楽が協 奏的様式 を呈 す る彼 の 現存す る

唯
一

の 出版 ミサ 曲集 （1634）をみ て も．相 当な技量の 持 ちギ で あ っ た と思 われ，彼の おそ ら くは 唯

一
の 大規模 な世俗音楽劇であ っ た 《臆病 なア モ ール 》の 音楽 の 消失が惜 し まれ る

1
％

　作 晶は また して も rオ ビ ッ ッ ィ 侯爵 の 臆病 な ア モ
ー

ル L
’
AUiior　pudieo　di　S「

．　ma ：rChese 　Obizzi』 と題

され て い るが （L．Manzini 　1643：5）．オ ビ ッ ツ ィ の 役割 は や は り 「発案」 に あ っ た 。　L，マ ン ヅ ィ
ー二 は

侯爵を時には 「発案者 L
’
inventorc」（1643：2），時に は 「著者 rautore」 （1643 ： 5） と呼ん で い る が．

そ の
一方で オ ビ ッ ツ ィ が 冒頭 の ア モ ール の 詩句 と第 1寸劇を担当 した の に 加え て ，《エ ル ミ オ

ー
ナ》

の 報告書 を執筆 したバ ル トリ
ー二 が第 2 ，第 3 を，ル ッ カ 出身で イ ン コ ーニ テ ィ 会員 の トル チ リ

ア ー二 （Michelangelo　TorcigliaIli　1618−1679＞
19 ］

が 第 4 寸劇 を担 当 した こ とを明 らか に して い る

16） 《臆 病 な ア モ ール 》の 寸劇 の 構 成 と主題 が，異端論 者 と して処 刑 され た 天 文学者ジ ョ ル ダ
ーノ ・ブ ル ーノの 論 U584） に

　酷似 して い る こ と を指摘 し，オ ビ ッ ツ ィの 教義的立 場 に懸念を示 す論 もあ る （Mancini 　etal 　1988；87）。

171　出費記録 が現存す る が 俵 1 に 詳細記 載） 出演者 の 名前 な ど は記録 さ れ て い ない 。

181 筆者 は こ の 作 品の 音楽 史料が 現 存す る可 能性 を追 っ て 1−Pas 、［−Pca ，1−Pu で 言周査 を行 っ たが発 見に は 至 っ て い な い 。

19）　トル チ リア
ー

二 が モ ン テ ヴ ・．ル デ ィ の オ ペ ラ 《エ ネア とラ ヴ’f ニ ア の 結婚 》 （164D の 台本作 者で は ない か とい う論 考

　 （Michelassi　2eo7）が あ る が，筆者 は 見解 を異 に する （松本 2007 ）。
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（1643：23，
32

，
36，＆ 40＞、，

　先行研究で は論 じられ て こ なか っ たが．こ の台本作成に あた っ て オ ビ ッ ツ ィ が トル チ リ ア ー二 に宛

て た 4 本 の 書簡が 現存 して い る 。 書簡は ト ル チ リ ア ー二 の 死 後，彼 の 弟サ ル ヴ ェ ス トロ （Salve−

stro 　Toreigliani詳細 不明 ）が兄 の 未出版 の 詩作 品 の 幾つ か と共に 兄宛て の著名な著述 家か ら の 書

簡を まとめた 出版物 （1680） に収録 され て い るが，そ こ で は 「コ ーデ ィ ネ
ー

タ
ー」 として の オ ビ ッ

ツ ィの 奔走 ぶ りが窺 え る ． 最初の書簡は 《臆病な ア モ ール 》上 演の 約 1 年前 に あ た る 1642年 6 月 2

日付で． トル チ リ ア ー二 に依頼 した詩行を催促す る と共 に，上 演 の 際に は トル チ リア
ー

こ もパ ー
ド

ヴ ァ に 来る よ うに 要 請 して い る （Torcigliani　1680：27）。 1643年 4 月 18 日付書簡で は 「時 間は過 ぎて

い くの に貴方 もオ ペ ラ
・

ト
ー

ナ メ ン トの ため の 作品 も 目に しない 。 作品は こ れか ら音楽をつ け て （演

奏家た ちが）暗 譜をしなければ い けな い の で ，ど うか少な くと も何 らか の 返事をください 」 とか な り

切迫 して い る （Torcigliani　1680：　40＞。

　こ の 直後 　トル チ リ ア
ー

二 が つ い に作品 をオ ビ ッ ツ ィ に送付 した らし く，同月 23H 付 の 書簡 は

「貴方が 私の 願い を聞い て送 っ て くださ っ た詩行に 対 して の 私 の感情 を表現する こ とは不可 能な ほ ど

で す」と深 い 謝 辞 を述 べ ，ア リ オ ス ト 『狂乱 の オ ル ラ ン ド』か ら詩行 「
一
旦 望 ん だもの を獲得 した

ら，急 い で そ れ以 上 の もの を追 い 始 め る N6 　piti　la　cara 　poi，
　che 　presa　vede ；Esol　dietro　a 　chi 　fugge

affretta 　il　piede」を引用 して
2°〕
，トル チ リア

ーこ の
一

刻も早 い パ ー
ドヴ ァ 到着を要請 し て い る （Tor ・

cigliani 　1680：39）。 しか し トル チ リア
ー二 の 若 さゆ えの 気 紛 れ は ，敏腕な オ ビ ッ ッ ィ の 手 に も余 るも

の があ っ た らし く
2D
，7 月 18 日付の 短 い 書簡は 悲壮感漂 うもの とな っ て い る 。 「どうか お願 い で すか

ら詩行をす ぐに （送 っ て くだ さい ）。でなけれ ば作品が出版で きませ ん，速 く，速 く，ア ーメ ン 凵 。

こ れ はおそ ら く作品の 上演後，報告書出版 に 向けて 台本な どの 手直 し作業に入 っ たが 　トル チ リ ア ー

二 が再度締め 切 りを無視 して オ ビ ッ ツ ィを恐怖に 落 とし入 れた の だ と察せ られ る 。

以上 の作 品に関する考察か ら判明した こ とをま とめ て お きた い 。

昌12

3．

オ ビ ッ ツ ィ の 関わ っ た オ ペ ラ
・トーナ メ ン トは

．JH
した物語を歌手が演唱する もの であ っ た 。

オペ ラ ・ト
ー

ナ メ ン トは 基本的に は貴族 の 余興 で はある が t 少な くともヴ ェ
ーネ トにお ける作品

は
一．一般 にも開放された 。

オ ビ ッ ツ ィ はその 作品の 「著者」で あ る と謳われ て い る が，そ の 実際 の 役割は 「発案」 と 「コ
ー

デ ィ ネート」に あ っ た 。

一ヒ記 L2 の 点か らオ ビ ッ ツ ィ は 「ヴ ェ ネ ツ ィ ア に オ ペ ラ を もた ら した最 重要 入物」 となる の で あ

る 。 3点 目 「発案者が 著者 と呼ばれ る 」 こ と に つ い て は，オ ビ ッ ツ ィ の ように社会的地位の 高い 者が

主導す る形で 劇場作品 に閖わ っ た場合 に顕著だ っ た の で あろ う。 地位の 高い 者が 「発案」「コ
ー

デ ィ

ネ
ー

ト」を担 い ，そ の 下 で 巾流階級が 実質的な仕事をす るが，「著書」 として の権威は 「発案者」に

与え られ る 。 こ れ は，実際に韻文と して の 詩句を完成 させ る こ と （versificazione ）よ りも発案 （idea−

zi【）ne ）する こ とに こそ劇作の 真髄が あ る と した ア リ ス トテ レ ス の 『詩 学』 （51b26）に お ける見解 に

20）　書簡 で は 出 典 は 明 らか に さ れ て お らず，筆者が特 定 した 。 引用 詩行中の la　cam とい う語 彙 はア リオ ス トの 原作 〔第 10

　歌，7 節） で は 1
’
estirria とな っ て い る ttア リ オ ス トの テ ク ス トは Puccini　1999．；230 を 参照 した。

21｝　 Fル チ リア ー二 は 1643 年 当時 25 歳 で あ っ た。彼の 多産か つ 奔放 な若年期 に つ い て は Taddeo 　1993 が 詳 論 して い る．

64

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Musicological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Musioologioal 　Sooiety 　of 　Japan

ピオ ・エ ネァ ・デ リ
・オ ビ ッ ツ ィ と 「オ ペ ラ

・ト
ー

ナ メ ン ト」 ジ ャ ン ル

も裏打ちされた もの で もあ っ ただ ろ う
22）

。

　表 1 に示 した よ うに，《臆病な アモ ール 》以降もオ ビ ッ ツ ィ は オペ ラ
・トーナ メ ン トに 関わ っ たが．

1640年代 以 降 ヴ ェ
ーネ ト地方 に お ける オ ペ ラ ・ト

ー
ナ メ ン トの 上演記録は無 い 。 こ れ は，ヴ ェ ネ

ツ ィ ア の 常設劇場で ，定期的 に 商業 的に興．行され始め たオ ペ ラと い う分野に 「吸収」 され て い っ たた

め で あろ う。
パ ー ドヴ ァ で も 1652年にオ ビ ッ ツ ィ が その名 を冠 した常設劇場 を開設 させ，オ ペ ラ上

演が 定期的 となっ て い る 。 他 の 北 イ タリ ア都市で も 1640年代以 降の オ ペ ラ
・トーナ メ ン ト は 全体 と

して も数が限 られ て い る 。 政治的に 不 安定な時期 を迎 えた マ ン トヴ ァ で は，1652年の オ ビ ッ ツ ィ の

作品以 降は 1655年，1674 年 の 2 例 しかみ られ な い （Besutti　1999二 13）。 ボ ロ ーニ ャ で は数 本上演 さ

れて い るが
23，
，こ こ で もモ ン テ ヴ ェ ル デ ィ の 《ウ リ ッ セ の 帰還》 を含む ヴ ェ ネ ツ ィ ア ・オペ ラ 4 作 品

の 移動公演 （1640／1）以降
24〕．オ ペ ラ が音楽劇 の 中核 とな っ て い く （Ricci　l888：328）。 フ ェ ッ ラ

ーラ

で も，前述 の よ うに 1640年に オ ビ ッ ツ ィが サ ン
・ロ レ ン ッ ォ 劇場 を買い 取 り，彼 自身の 台本に よる

オペ ラ 《慈悲深 い エ ネ ア Il・Pio　Enea・》 （1641）で 柿落 としを して 以降，や は りオ ペ ラが催 しの 中心 と

な る。オ ビ ッ ツ ィ が 同市で 1671年に 企画 したオ ペ ラ ・ト
ー

ナ メ ン トもこ の常設劇場 で 上 演 され，

ト
ー

ナ メ ン トの 前座 とい う機能を持 つ 他はオ ペ ラ と違 い の な い もの で あ っ た。

3 ，結論 にか えて ：オ ビ ッ ツ ィの 貢献 と商業的オペ ラ の 誕 生

　以上 の よ うな足 跡 を残 した オ ビ ッ ツ ィ の 晩年は不運 な もの で あっ た 。 1663年，妻 が何 者か に殺害

された あげ く，そ の 首謀者で あ る嫌疑 をかけ られ て パ ー
ドヴ ァ を追放され て 以 降

蜘
，事実上 の 引退生

活を送 る こ と とな る。そ の 後 も，フ ェ ッ ラ
ー

ラ の オ ビ ッ ツ ィ 劇場の ため に オペ ラ台本 3 作 を執筆 して

は い る が，そ の 活動 は概 して問接的で ， コ ーデ ィ ネー トを担 うような こ と は な く，制作者 とい うよ り

は劇場 の パ トロ ン 的な存在 とな っ て い た。

　しか しなが ら，こ うい っ たオ ビ ッ ツ ィ の 活動の 変遷 は彼の個人的な理 由に よる の み な らず，こ の 時

期の 北イ タ リ ア，特に ヴ ェ
ー

ネ トにお け る音楽劇の 本質的な変容を背景 と した もの だ っ た の で は な い

だ ろ うか 。 イエ ズ ス 会士 で 批 評家 の オ ッ ト ネ ッ リ （Gian　Domenico 　Ottonelli　1584−1670） はそ の 論 考

（1652）に お い て劇場 の 発展 の 担 い 手 を 「貴族，ア カ デ ミーの 会員，商業的団体」 に区別 して論述 し

て い るが，北 イ タ リ ア の 音楽劇 も こ の 3 者 に担 われ，そ の 結果，「宮廷作品 opera 　di　corte 」「ア カ デ

ミ
ー

の 作品 opera 　di　accadelllia 」「商業的作品 opera 　mercenaria 」 の 段階的な産 出 をみ た 。 実際は こ

の 3段 階は 明確 に 区別 され る もの で は な く，中間領域 に位 置す る例 が 多 くみ られ る もの の ，オ ビ ッ

ツ ィ の 変化 は まさに こ うい っ た流れを示す好
．
例 で あ る と言 えよ う。

　オペ ラ は まず廷臣が企画，準備 し，宮廷楽長 が音楽化 した 宮廷の 余興 として 史上 に登場 した 。 そ れ

は若年 の オ ビ ッ ツ ィ が 余興 の 企画 と 運営 の 方法 論を学ん だ場所で あ る。次の 段階 で は ，制作 の 手は ア

カ デ ミーに 移行する。本稿が焦点をあて た 1630　一　40 年代 の オ ビ ッ ツ ィ の オ ペ ラ ・トーナ メ ン トは

22）　『詩学1 の 引用 箇所 に つ い て は Ja皿ko 　1987 を参照 した。

23）　例 え ば 1655 年 に ス ウ ェ
ー

デ ン 女王 ク リ ス テ ィ
ー

ナ の イ タ リア 入 りを祝 う トーナ メ ン トな ど （Monaldini 　1999： 110：1。こ

　の 他 1646，53，66 年に 記録が ある tt

24）　こ れ らは 《ウ リ ッ セ ＿》 の 他．《デ リ ア De．tia，rp，《稲 妻 に 打 た れ た 魔 女 La 肌 αgα ル Z瀰 欄 臨 》，《羊 飼 い の 工 lt．　PCLS’to’r・

　rp．ggio 〔sic ．］》で あ る。《ウ リ ッ セ ＿》 と 《デ リ ア 》は 同 時 E 演 さ れ．　 Anonymous 　1640 で 賞 賛さ れ て い る。こ の 書物 は

　《ヴ ェ
ー

ネレ ，、．》の 台本 に 関 わ っ た マ リ ス コ ッ テ で な ど，ボ ロ
ー

ニ ャ の 複 数の ア カ デ ミ ーの 会員 達が 共同執筆 して お り，オ

　ペ ラ 公演 もボ ロ
ー

ニ ャ の ア カ デ ミ
ー

の 共 同 企画で はない か と推測 され る 。

25｝ 裁判 で は ブゼ ネ ッ ロ が 法律家 と して の 本 分 を活か L、オ ビ ッ ツ ィの 弁 護 を担 当 した 〔G］oria 　1853：73）。
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下位 ジ ャ ン ル なが らこ の 段階に 属 し，そ こ では 「貴族が 発案 し，中流層 がそ れ に沿 っ て 韻文化す る」

制作 形態が顕著に み られ た 。 そ の 際，そ うい っ た 共同制作 の 実情に も拘わ らず．発案者で ある 貴族に

著者 として の 権威が 与え られた の は本稿が 論 じて きた通 りで ある 。 その 後オ ペ ラ は，常設劇場の 設立

に よ っ て 新段階 を迎 える 。 こ こ で オ ペ ラ は徐 々 に
．般 公 開されて 商業化 の 道 を辿 っ た の で ある 。

ヴ ェ
ーネ トの 首都 ヴ ェ ネツ ィア に おける オペ ラ の 商業化は 目覚 しく，先駆 的 な もの で あっ たが

26）
，常

に新作が要求され る状況下 で ，ブゼ ネ ッ ロ の ような セ ミ プ ロ （他に本業を持ち な が ら執筆す る台本作

者）や，最終的 にはチ コ ニ ー二 （Giacinto　Andrea 　Cicognini　1606−1651）らに 代表 され るプ ロ ，す な

わちオ ペ ラ の た め に台本 を書 くこ とを生業 とする個人 の 誕生 をみた 。 こ れは また オ ペ ラ台本制作現場

にお い て ，「共同制作 に お け る発案者」か ら 「実際に作品 を完成させ た個人」 へ と い う近代 的な 「著

者」の 概念の確立過程 を も意味 した の で ある。 こ の 段 階 で は貴族は劇場の パ トロ ン となり．必要が あ

れば経済的な救済 を行 うこ ともあ っ たが ，制作 の 現場か らはやや離 れて い く。 こ れ は，パ ー
ドヴ ァ ，

フ ェ ッ ラ
ー

ラ で常設劇場を買 い 取 っ た以 降の オ ビ ッ ツ ィが ，制作現場に直接係る よ りも、む しろ劇場

主 として の 活動に 傾斜 して い っ た こ とに合致 して い る。

　今後は，オ ビ ッ ツ ィ の オ ペ ラ劇場の 経営に つ い て，そ の 財政 的な実情や ア カ デ ミー
の 関与の あ り方

を含め て調査 を拡大 し，初期 イ タ リ ア ・オ ペ ラ の 商業化 の 課程の 実像に さらに迫 っ て い きた い
。
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